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測定結果を表2に示した。表中の記号は，表1に示し

た通りである。また，「高さH」は地上高であり，密度

G，硬度R，雪温Tsが測定された位置を示す。ただし：

密度の場合は，角形サンプラーで採雪された雪の上面の

高さである。硬度の測定は，木下式硬度計を用いた。な

お，図lは富山地方気象台で測定された日最高気温，日

最低気温および積雪深を気象月報から読みとり，グラフ

にしたものである。
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はじめに

1993年の12月から1994年の3月かけての冬期間に行っ

た積雪の断面観測の結果を報告する。測定は，毎月5の

つく日，あるいはそれができない場合は，その近日を観

測の日を原則としているが，今回は積雪のある日にでき

るかぎり観測した。ただし，測定項目を減らして行った。

文献

富山地方気象台編，1993．富山県気象月報，

富山地方気象台編，1994．富山県気象月報，

号，3月号．

12月号．

1月号，2月

測定結果

測定場所は，当館に隣接する城南公園の草地である。

測定項目は，積雪の層構造，雪質，温度，密度，硬度，

および積雪水量であるが，雪質と積雪水量，積雪全体と

しての平均密度のみにとどめたものも多い。
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表21993-1994年冬の積雪断面観測の結果
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